
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 26 日（日）、『ウエルフェア in かぬま 202５＆福祉と人権のつ

どい』を、南部地区会館、隣保館、総合福祉センターの３館合同で開

催します。 

期　日　10 月 26 日（日）９:30～14:00 

会　場　鹿沼市総合福祉センター（万町 931-1）他 

駐車場　こじか保育園（約 50 台） 

内　容　① 9:30～10:00　式典 

　　　②10:00～11:00　講演会 

村﨑太郎 氏 

　　　③11:00～11:30　利用団体発表 

　　　④11:30～12:30　ビンゴゲーム大会 

　　　　⑤12:30～14:00　参加者休憩・ご歓談 

※ 野外テントでは、10 時頃から、野菜・小物販売、無料の子供向けイ

ベントや健康測定も出店予定です。ご家族やお友達もお誘いあわせ

の上、ぜひ、お出でください。 

※ 時間は変更になる場合 

があります。 

◇ 問い合わせ 

　南部地区会館 

　℡65-5764 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

この他、イベントや出店など多彩な催しを企画しておりますの
で、どうぞお楽しみに！ 

また、募金やフードドライブにも是非ご協力をお願いします。 

    ※フードドライブは、消費期限が１か月以上あるもので、常温

保存が可能なものでご協力下さい。 
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ウエルフェア inかぬま 2025＆ 

福祉と人権のつどい
 村﨑太郎 氏のご紹介  

山口県光市のご出身で、日本の伝統芸である猿まわしを復活

させる一方で、被差別部落で育った経験から、人権問題の講演

を行われています。今回はギターの弾き語りを交えながらご講

演を頂きます。（今回は、おさるさんは来ません。）

今年は国勢調査の年です。 

 
令和７年は、５年に一度実施される国勢調査の年です。9/20（土）
から 9/30（火）の間に調査員が訪問して、調査用紙やインターネッ
トでの回答のログイン情報をお届けします。 
　調査票回収をご希望の方は、10/1（水）～10/8（水）の間に調査員
が調査票の回収に伺います。 
　調査員は、必ず身分証（名札）を付けていますので、ご協力をお願
い致します。 

回答期間 

★インターネット回答　：９／２０（土）～１０／８（水） 

★調査票（紙）での回答：１０／１（水）～１０／８（水） 



 

 

 

８月２６日（木）午前１０時より、第６回ふれあいのつどいを行い

ました。朝から陽射しが照り付ける猛暑の中、隣保館に２９名もの方

が足を運んで頂きました。 

今回は、８月の鹿沼市人権啓発強調月間の取り組みの一環として、

『～差別の人権侵害を考える～』をテーマに人権学習を行い、講師に

は、部落解放同盟栃木県連合会書記長の戸田　眞さんをお呼びし人権

について分かりやすく話をして頂きました。 

まず、私たちの身の回りにある差別や人権を振り返りながら、女性・

高齢者・障がい者・子ども・外国人・LGBTQ など普段あたりまえのよう

に身近に行われてきた事柄が実は、人権侵害だったことを事例を出し

ながら分かりやすく話されました。 

また、部落差別（同和問題）に触れ、部落問題は、今もなお、人種が

違う・どこか違っている・何か分からないけれど穢れている等誤った

認識により忌避意識が強く残り、差別へと繋がっている。歴史的に言

うと、治安を守る仕事、医業、芸能（歌舞伎）、皮革業など多様な仕事

に携わってきた。目に見えない穢れ意識により今もなお差別が残され

ている。これからは、ひとの噂話やデマを信じず、正確な情報を聞き、

お互いの人権を尊重しながら皆さんが生きやすい世の中にしていきま

しょうと締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年は、第二次世界大戦が終結してから８０年目となる年で

す。第二次世界大戦の結果、日本では多くの家族が離れ離れになり子

どもを含む多くの一般市民２３０万人、全世界では、５，５００万人

以上の尊い命が失われました。  

２０２５年８月６日、被爆８０年を記念して、広島で行われた平和

記念式典において「平和の誓い」を読み上げたこども代表は以下のよ

うに訴えかけました。 

・・・『たとえ一つの声でも、学んだ事実に思いを込めて伝えれば変化

をもたらすことができるはずです。大人だけでなく、こどもである私

たちも平和のために行動することができます。一人一人声を紡ぎなが

ら平和をつくり上げて行きます。（一部抜粋）』と全世界に平和の大切

さを発信しました。 

鹿沼市においても、平成７年８月１５日に平和の大切さを忘れず、

二度と戦争を繰り返さないことを誓う「平和都市」を宣言し、平成９

年から毎年８月５日～７日市内の中学生を広島平和記念式典に派遣し、

戦争の悲惨さと平和の尊さを学んでいます。また、８月１２日～２５

日まで市役所１階の多目的ホールにて戦後８０年記念史料展「戦時の

鹿沼と「青い目の人形展」」を開催し、鹿沼の空襲や東京大空襲、広島

の原爆に関する資料が展示され多くの市民が来場されました。 

戦争は、最大の人権侵害です。これを機会に平和について考えてみ

ませんか？ 

 

 

 

人権学習会を行いました 戦後８０年を考える平和と人権


